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十秋
　
三
二
先
生
は
、
東
海
大
学
等
の

教
育
関
連
に
対
し
て
永
年
に
亘
り
、
多

大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
成

果
に
対
し
天
皇
陛
下
よ
り
、
平
成
１３
年

■
月
に

「勲
二
等
旭
日
中
綬
章
」
を
叙

勲
さ
れ
ま
し
た
。

十秋
　
三
二
先
生
は
、
東
海
大
学
関
連

で
は
東
海
大
学
工
学
部
学
部
長

・
東
海

大
学
短
期
大
学
部
学
長

・
九
州
東
海
大

学
学
長
等
々
を
歴
任
貢
献
さ
れ
、
平
成

Ю
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
学
園
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
研
究

分
野
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
開
発

・
通
風

装
置
の
消
音
器
に
関
す
る
研
究
は
学
会

の
賞
賛
を
得
て
お
り
、
産
業
界
に
も
多

大
な
影
響
を
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

萩
　
一壬

一先
生
の
叙
勲
に
際
し
、
先

生
の
永
年
に
亘
る
ご
活
躍
、
ご
業
績
を

称
え
、
日
頃
の
ご
厚
情
に
感
謝
を
捧
げ

る
意
味
で
、
先
生
の
薫
陶
を
受
け
ま
し

テ
ィ
ー
と
な
り
、
萩
　
一壬

一先
生
の
人

徳
と
お
人
柄
の
偉
大
さ
を
再
認
識
致
し

ま
し
た
。

尚
、
祝
賀
会
開
催
に
於
い
て
康
井
先

生

・
粕
谷
先
生

・
前
田
先
生

・
森
山
先

生
及
び

お
手
伝

い
さ
れ

た
幹

事

の

方
々
、
そ
し
て
当
日
司
会
を
さ
れ
た
機

友
会
の
増
澤
理
事
は
、
大
変
な
お
役
務

を
こ
な
さ
れ
ご
苦
労
様
で
し
た
。

一秋
　
三
二
先
生
は
、
機
友
会
発
足
の

産
み
の
親
で
も
あ
り
、
現
在
で
も
機
友

会
の
名
誉
会
長
で
も
あ
り
ま
す
。
先
生

の
勲
二
等
旭
日
中
綬
章
叙
勲
を
お
祝
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健

勝
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

東
海
大
学
　
機
友
会

会
長
　
伊
藤
和
義

ケケ
頗

た

方

々

が

集

い
、

先

生

ご

夫
妻
を
回
み
、

平

成

１４
年

１

月

１９
日

、
康

井

義

明

教

授

が

発

起

人

代

表

と

な

り

、

高

輪

プ

リ

ン

ス
ホ

テ

ル

・

プ

リ

ン

ス

ル

ー

ム

で
祝

賀

会

が

開

催

さ

れ
ま
し
た
。

祝

賀

会

に

は

、
北

は
北

海

道

よ

り

南

は

九

州

か

ら

約

２

０

０

名

が

参

列

し

、

盛

大

な

パ

ー

肪ミざ競える1巨穏ヤ酵ヰ

轡ヲゑヨシ韻1

|

望
”
水と空気と環境の明日を考える…
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平
成
１３
年
度
機
友
会
事
業
報
告

昭
和
５８
年
に
発
足
し
て
以
来
、
会
員
の
皆
様
、

賛
助
会
員
の
方
々
の
会
費
等
を
運
営
資
金
の
も

と
に
工
学
部

・
動
力
機
械
工
学
科
の
先
生
方
の

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
早
１５
年
が
経
ち
ま
し
た
。

今
日
で
は
先
輩
諸
氏
の
ご
支
援
の
も
と
、
組

織
を
充
実
す
る
事
が
出
来
、
理
事
会
に
お
い
て

は
総
務
部
、
財
務
部
、
組
織
部
、
事
業
部
、
広

報
部
の
組
織
に
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

理
事
会
に
つ
い
て
は
毎
月
第
二
土
曜
日
に

代
々
木
校
合
又
は
、
湘
南
校
合
に
て
開
催
さ
れ
、

相
互
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
審
議

す
る
項
目
も
年
々
多
く
な
っ
て
な
り
ま
す
。
こ

の
定
例
理
事
会
は
オ
ー
プ
ン
形
式
に
て
行
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
又
は
傍
聴
さ
れ
た
い

会
員
の
方
は
大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
１３
年
度
に
お
き
ま
す
各
部
門
年

間
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
．
総
務
部

（担
当
部
長
　
佐
藤
百

一
）

・
懇
親
会
開
催
計
画

（８
月
～
１０
月
）
、

「卒
業
の
し
お
り
」
発
行
業
務

（１
月
～

３
月
）
、
卒
業
謝
恩
会

幹
事
と
の
連
携

（１
月
～
３
月
）
、
卒
業

式
の
祝
辞
及
び
機
友
会
賞
授
与

（１
月
～

３
月
）

２
．
事
業
部

（担
当
部
長
　
関
忠
好
）

・
新
入
生
研
修
会
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動

（３
月
～
５
月
）
、
第

一
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
ヘ
の
全
面
協
力

（４
月
～
１０
月
）
、

第

一
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
ヘ
の
役
員

派
遣

（４
月
～
１０
月
）
、
工
学
部
創
立
５０

周
年
式
典
の
全
面
協
力

（４
月
～
１０
月
）

３
．
組
織
部

（担
当
部
長
　
林
正
順
）

・
会
費
納
入
依
頼
業
務

（７
月
～
１０
月
）
、

新
入
生
情
報
の
Ｄ
Ｂ
化
業
務

（５
月
～
７

月
）
、
卒
業
生

・
在
校
生
の
デ
ー
タ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務

（４
月
～
３
月
）

４
．
財
務
部

（担
当
部
長
　
石
井
克
昌
）

・
年
間
収
支
審
査

・
報
告
業
務

（４
月
～

６
月
）

５
．
広
報
部

（担
当
部
長
　
山
田
信
男
）

・
会
報
編
集

・
発
行

，
配
布
業
務

（９
月

～
３
月
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務

（４
月
～
３
月
）

以
上
業
務
の
他
、
海
外
支
部
と
の
交
流
、
各

地
方
卒
業
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
定
例
業
務
以

外
で
も
幅
広
く
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
長
い
間
機
友
会
独
自
で
編
集

“
発
行

し
、
育
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

「卒
業
の
し
お
り
」

が
平
成
１４
年
度
か
ら
学
科
編
集

・
発
行
と
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
苦
労
が
報
い
ら
れ
た
思

い
で
す
。

最
近
の
情
報
化
及
び
経
費
削
減
の
面
か
ら
機

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
、

会
員
の
皆
様
へ
の
き
め
細
か
な
情
報
の
伝
達
に

主
眼
を
置
き
、
年
間
二
回
で
あ
っ
た
会
報
の
発

行
を

一
回
に
削
減
し
、
発
行
に
か
か
る
経
費
を

削
減
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

在
学
中
の
学
生
の
方
々
、
並
び
に
社
会
人
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
々
が
い
つ
で

も
気
軽
に
母
校
の
工
学
部

・
動
力
機
械
工
学
科

の
情
報
を
入
手
す
る
事
が
出
来
、
よ
り

一
層
の

交
流
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
が
ス
タ
ッ
フ
一
同

の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

事
業
部
長
　
関
忠
好

私
の
人
生
観

松
前
学
長
の
詩
、
遭
遥
歌
に
有
る
よ
う
に

，
人
生

行
き
て
帰
ら
ぎ
る
“
と
の
歌
が
有
り
ま
す
。
私
も
当

時
は
詩
を
理
解
せ
ず
歌

っ
た
事
を
想

い
出
し
、
還
暦

を
迎
え
る
歳
に
近
く
成
る
と
、
こ
の
歌
が
判
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

当
時
は
代
々
木
人
幡
、
新
宿
、
渋
谷
、
徘
徊
し

て
い
た
事
が
想

い
だ
さ
れ
そ
の
時
代
が
ま
だ
す
ぐ
そ

こ
に
あ
る
様
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
街

角
の
建
物
、
道
路
、
電
車
、
は
私
が
知
ら
な
い
間
に

ど
ん
ど
ん
と
変
化
し
て
行
き
、
当
時
よ
り
現
在
の
方

が
何
倍
か
の
速
度
で
変
化
を
し
て
居
る
様
で
す
。

先
日
代
々
木
人
幡
の
駅
に
降
り
た
と
き
、
地
下
鉄

が
通

っ
て
居
る
の
を
見
び

っ
く
し
り
て
お
り
ま
す
。

私
は
卒
業
と
同
時
に
信
州
、
諏
訪
の
カ
メ
ラ
製
一造

会
社
に
勤
務
し
そ
の
当
時
は
３
０
０
人
程
度
の
会
社
「

で
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
鏡
枠
、
他
社
の
望
」返
レ
ン
ズ
等
を
製
造

し
て
お
り
８
レ
御
カ
メ
ラ
を
や

っ
と
作
り
始
め
た
会

社
で
し
た
。

最
初
の
職
場
は
機
械
課
で
自
社
製
の
単
能
機
で
鏡

枠
の
切
削
加
工
を
ｌ
ヶ
月
、
そ
の
後
、
組
立
課
、
８

レ
御
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
ン
に
２
ヶ
月
間
そ
の
後
カ
メ
ラ

の
修
理
、
組
立
工
程
表
、
工
程
管
理
図
、
等

の
仕

事
を
４
年
間
従
事
し
其
の
後
、
技
術
部
、
３５

レ
御
カ

メ
ラ
の
生
産
技
術
、
と
仕
事
の
内
容
も
変
わ
り

松
前
学
長
の
言
葉
に

”
若
き
日
に
汝
の
智
能
を
磨

け
“
の
如
く
若

い
こ
ろ
は
仕
事
、
遊
び
に
、
と
楽
し

い
時
代
が
懐
か
し
く
想

い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
事

情
が
有
り
安
曇
野
に
居
を
構
え
、
小
さ
な
工
場
を
営

ん
で
い
ま
す
。

３
Ｋ
の
鋳
物
、
及
び
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
、
等
を
営
ん

で
居
り
ま
し
た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
燃
料

の
値

上
が
リ
ア
ル
ミ
の
値
上
が
り
等
で
、
鋳
物
は
廃
業
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
の
加
エ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
成
形
、
テ
フ

ロ
ン
コ
テ
ン
グ
と
２０
有
余
年
何
と
か
過
ご
し
て
来
、

後
継
者

の
問
題
で
、
あ
と
３
～
４
年
し
た
ら
工
場
を

閉
め
て
、
好
き
な
仕
事
で
も
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
高
校
時
代
の
友
人
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

セ
ブ
島

の
工
場
を
手
伝

っ
て
呉
れ
な
い
か
と
昨
年
の

６
月
頃
頼
ま
れ
、
私
も
、
自
分
の
仕
事
が
有
る
の
で

と
決
定
を
し
か
ね
て
お
り
ま
し
た
が
、
是
非
と
言
わ

れ
本
年

の
１
月
よ
リ
セ
ブ
に
住
ん
で
居
り
ま
す
。

セ
ブ
の
工
場
で
は
成
形
機
５８
台
、
ワ
ー
カ
１
３
５

０
人
と
日
本
で
の
成
形
屋
の
大
手
と
匹
敵
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
達
に
付

い
て
、
私
な

り
に
感
じ
た
事
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
女
性
は

良
く
働
き
ま
す
。
私
ど
も
の
工
場
は
３
交
代
で
す
が
、

夜
勤
も
よ
く
こ
な
し
て
居
り
、
ま
た
こ
の
仕
事
も
立

ち
仕
事
、
大
変
だ
ろ
う
と
感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
現
在
の
日
本
人
に
は
な
か
な
か
勤
ら
無

い
と
思

い

ま
す
。
ま
た
こ
ち
ら
の
人
達
は
、
男
女
問
わ
ず
明
る

い
性
格
で
私
達
も
気
が
安
ま
り
ま
す
。

た
だ
私
が
閉
日
し
て
い
る
の
は
、
食

べ
物
で
す
。

１
年
中
夏
で
す
の
で
、
殆
ど
同
じ
食
材
で
す
。
日
本

レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
何
処
に
行

っ
て
も
同
じ
で
す
。
や

は
り
日
本
の
食
文
化
は
素
晴
ら
し
い
と
、
改
め
て
感

心
し
て
お
り
ま
す
。
と
言

っ
た
訳
で
レ
ス
ト
ラ
ン
か

ら
も
、
足
が
遠
の
き
自
分
で
野
菜
を
茄
で
た
り
し
て

お
り
ま
す
。

や
は
り
こ
れ
は
日
本
を
何

ヶ
月
か
離
れ
て
判
る
事

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
過
し
て
来
た
時
代
ば
か
り
で
は
無

い
と
思

い
ま
す
が
、
第
２
次
世
界
大
戦
、
こ
れ
は
何
も
分
か

ら
ず
に
過
ご
し
て
居
ま
し
た
が
、
戦
後
の
食
糧
難
、

神
武
景
気
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
日
本
列
≡烏
改
造
、

オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
時
代
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と

こ
の
不
景
気
が
約
１０
年
続

い
て
居
り
こ
こ
で
又
、
タ

リ
バ
ン
等
の
テ
ロ
と
大
変
な
世
の
中
で
私
達
と
同
年

配
の
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
居
り
、
矢
張
り

昭
和
３０
年
代
が
懐
か
し
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
多

い

の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
私
達
の
あ
と
何
年
か
世
の
中

の
為
に
な

る
様
に
と
思

い
巡
ら
し
て
居
り
ま
す
。

や
は
り
、
学
生
時
代
の
学
長
、
先
生
方
の
教
え
が

今
、
役
に
立

っ
て
居
る
と
痛
感
し
ま
す
。

私
達
の
頃
の
先
生
は
、
非
常
勤

の
先
生
が
多
く
年

齢
差
も
有
り
勉
学
ば
か
り
で
は
無
く
他
の
事
も
教
え

て
項

い
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
機
械
科
は
創
生
し
た
ば
か
り
で
、
先
生
、

助
手
、
の
方
々
と
も
大
変
親
し
く
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。又
、
私
が
東
海
大
を
卒
業
し
て
現
在
大
変
助
か

っ

て
い
る
事
は
同
級
に
２
人
の
先
生
が
残
ら
れ
て
居
る

事
で
す
。

飯
島
先
生
、
森
下
先
生
、
お
二
人
の
先
生
に
は
私

の
判
ら
な
い
事
、
新
し
い
彗
昼
鉢
ネえ
て
も
ら
い
、
又
、

同
窓
生
の
紹
介
等
情
報
に
は
大
変
助
か

っ
て
居
り
ま

す
。ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
の
で
皆
様

の
お
力
を
お

借
り
す
る
事
と
存
じ
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
致

し
ま
す
。

常
夏

の
島
　
セ
ブ
ー
　
よ
り

昭
和
４０
年
度
機
械
工
学
科
　
卒
業
　
池
田
　
康
彦

現
住
所
　
「
Ａ
Ｓ
貧

円
す
”
∽
①
目
ぞ
【営
４
営
ｐ
田
ｏ
ｏ
●
０
「
」
ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
ｏ
‘
Ｆ
い
０
●
Ｉ

Ｐ
８

●

Ω
マ
ぞ
【営
阜
営
つ
申４
段
〕ユ

（汗
ゴ
，
『
げ
ま
５
０
ま
●
の

（記
　
池
田
　
康
彦
）

内外国の特許・実用新案・意匠・商標・サービスマーク・鑑定等 教育用・病院用機材の
コンサルタント②

岩堀特許事務所
弁理士岩堀邦男擬 卒、9伯通信鞠

〒1 0 7 ‐0 0 碑
東京者F港区赤坂43‐1共同ビル赤坂613号
地下鉄赤坂見附駅赤坂ll下車3分

電話東京03‐3587‐1625

東海教育産業株式会社
代表取締役 谷 越 安 男

本   社  神 奈川県伊勢原市下粕屋164番 地 80463921881(代 )
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今
回
訪
問
し
た
企
業
は
、
工
作
機
械

の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社

牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
で
す
。
同
社
は

昭
和
１２
年
に
創
業
さ
れ
、
自
動
車
や
電

機
製
品
な
ど
の
金
型
を
作
成
す
る
た
め

の
フ
ラ
イ
ス
盤
と
い
う
金
属
加
工
機
械

製
造
か
ら
発
展
し
、
現
在
は
マ
シ
エ
ン

グ
セ
ン
タ
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

と
融
合
し
た
複
合
加
工
工
作
機
械
が
主

力
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
枢
で
あ
る
神
奈
川
県
の
内
陸

工
業
団
地
に
あ
る
厚
木
事
業
所

へ
、
円

能
寺
教
授
、
伊
藤
会
長
を
は
じ
め
６
名

で
伺
い
ま
し
た
。

ご
対
応
い
た
だ
い
た
の
は
同
社
の
代

表
取
締
役
常
務
で
あ
る
牧
野
駿
さ
ん
で

す
。
同
氏
は
東
海
大
学
の
工
学
部
が
ま

だ
学
科
分
け
さ
れ
る
以
前
の
昭
和
４‐
年

の
卒
業
生
で
す
が
、
専
攻
科
目
か
ら
す

る
と
、
動
力
機
械
工
学
科
の
Ｏ
Ｂ
に
あ

た
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
同
社
入
社

後
は
設
計
、
営
業
、
製
造
そ
し
て
現
在

の
管
理
部
門
と
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
と
お

り
の
部
門
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
米
国
で
の
駐
在
が
長
く
、
大
変

に
国
際
感
覚
に
優
れ
て
い
る
方
と
の
印

象
を
ま
ず
持
ち
ま
し
た
。

「私
が
初
め
て
米
国
に
駐
在
し
た
昭

和
４０
年
代
は
、
工
作
機
械
は
お
ろ
か
、

日
本
の
自
動
車
や
電
機
メ
ー
カ
ー
が
海

外
進
出
す
る
以
前
の
時
代
で
し
た
。
日

本
の
工
作
機
械
は
今
で
こ
そ
世
界

一
の

技
術
力
、
生
産
高
を
誇

っ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
現
地
の
ユ
ー
ザ
ー
に
い
か
に
製

品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
必
死
の
思
い
で

し
た
。
し
か
し
当
社
は
日
本
初
の
Ｎ
Ｃ

フ
ラ
イ
ス
盤
、
マ
シ
エ
ン
グ
セ
ン
タ
の

開
発
な
ど
、
常
に
人
に
先
ん
じ
た
取
組

み
を
し
て
い
た
し
、
技
術
力
も
あ
り
ま

す
。
私
の
父
で
も
あ
る
創
業
者
の

『良

い
も
の
を
作
れ
ば
世
界
中
ど
こ
で
も
認

め
て
も
ら
え
る
』
と
い
う
こ
と
を
実
践

し
て
い
た
ら
、
次
第
に
世
界
中
の
ユ
ー

ザ
ー
が
当
社
の
機
械
を
設
備
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
が
米
国
で
頑
張
れ
た
の
も
、
そ
の

元
に
は
東
海
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
い

る
い
る
な
形
で
影
響
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
自
由
に
自
分
の
や
り
た
い

勉
強
が
の
び
の
び
や
れ
た
こ
と
。
決
し

て
勉
強
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
を
含

め
学
生
生
活
全
体
を
の
び
の
び
送
れ
た

こ
と
が
今
も
生
き
て
い
ま
す
。」

会
社
の
概
況
を
お
伺
い
し
た
後
、
工

場
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
々
の
工
作
機
械
が
無
人
で
稼
働
し
、

部
品
を
作
り
上
げ
る
機
械
加
工
工
場
。

そ
し
て
製
品
で
あ
る
マ
シ
エ
ン
グ
セ
ン

タ
、
放
電
加
工
機
を
組
上
げ
る
組
立
工

場
。
作
業
を
す
る
従
業
員

一
人

一
人
の

真
剣
な
眼
差
し
が
印
象
的
で
す
。

「当
社
の
製
品
は
１
ミ
ク
ロ
ン

（１

ミ
リ
の
千
分
の

一
）
単
位
の
精
度
で
加

工
物
を
仕
上
げ
ま
す
。
航
空
機
や
自
動

車
の
エ
ン
ジ
ン
か
ら
内
装
品
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
の
部
品
ま
で
、
当
社
の

マ
シ
エ
ン
グ
セ
ン
タ
が
作

っ
て
い
る
も

の
は
督
さ
ん
の
身
近
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。」
牧
野
常
務
の

言
葉
に
も
熱
が
こ
も
り
ま
す
。

特
に
最
後
に
見
学
し
た
工
場
は
天
丼

が
非
常
に
高
く
、
空
調
も
壁
面
全
体
か

ら
行

っ
て
い
る
と
い
う
世
界
中
で
も
ま

だ
珍
し
い
構
造
で
、
精
度
を
求
め
る
た

め
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
設
備
が
必
要

な
の
か
と
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
工
場
で
作
ら
れ
て
い
る

航
空
機
メ
ー
カ
ー
向
け
の
Ｍ
Ａ
Ｇ
と
い

う
マ
シ
エ
ン
グ
セ
ン
タ
は
、
一高
さ
や
幅

が
１０
数
市
と
い
う
大
き
さ
で
、
リ
エ
ア

モ
ー
タ
ー
を
使

っ
た
高
速
機
械
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
精
度
が
ミ

ク
ロ
ン
台
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
安
全
な
飛
行
機
な
ど
で
き

な
い
の
で
す
。

そ
の
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
度
を
い
か

に
出
せ
る
か
は
、
最
終
的
に
は
人
の
手

作
業
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、

大
変
驚
き
ま
し
た
。
世
界
最
先
端
の
技

術
と
職
人
の
技
の
調
和
、
そ
れ
が
工
作

機
械
の
神
髄
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
い
や
、
本
当
に
今
日
の
訪

間
で
は
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。

普
段
私
た
ち
が
使

っ
て
い
る
自
動
車

や
携
帯
電
話
、
さ
ら
に
は
飛
行
機
に
い

た
る
ま
で
、
そ
れ
が
大
変
な
ス
ピ
ー
ド

で
高
性
能
化
し
ま
た
使
い
や
す
く
な

っ

て
い
る
陰
に
は
、
牧
野
フ
ラ
イ
ス
の
工

作
機
械
が
絶
え
問
な
い
技
術
革
新
を
行

っ
て
い
る
か
ら
だ
と
つ
く
づ
く
思
わ
ず

に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
同
事
業
所
に
は
開
発
部
門
も
あ

り
、
二
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
端
末
が
１
０
０
台

近
く
並
ぶ
さ
ま
は
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

今
後
大
学
に
も
こ
の
よ
う
な
最
新
設
備

を
導
入
し
て
い
か
な
い
と
、
企
業
の
求

め
る
人
材
育
成
が
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
危
恨
し
ま
し
た
が
、

「大
学
教
育
で
は
基
礎
を
み
っ
ち
り

と
積
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
二
次
元
Ｃ

Ａ
Ｄ
な
ど
の
ツ
ー
ル
は
、
今
の
若
い
人

た
ち
で
あ
れ
ば
会
社
に
入

っ
て
か
ら
習

っ
て
も
す
ぐ
に
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。」

と
の
牧
野
常
務
の
お
話
に
少
し
は
安
心

し
た
次
第
で
す
。

見
学
後
、
そ
の
製
品
開
発
部
門
に
所

属
す
る
Ｏ
Ｂ
飛
澤
直
幸
氏

（昭
和
６３
年

卒
）
、
中
村
圭

一
氏

（平
成
４
年
卒
）
が

同
席
さ
れ
、
今
見
た
ば
か
り
の
マ
シ
エ

ン
グ
セ
ン
タ
の
開
発
に
つ
い
て
話
を
聞

き
ま
し
た
。
２
名
の
開
発
に
か
け
る
情

熱
が
私
た
ち
に
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て

来
る
の
を
感
じ
、
特
に
そ
の
燃
え
る
よ

う
な
眼
の
光
が
、
本
当
に
好
き
な
仕
事

に
身
を
置
き
、
技
術
者
と
し
て
の
夢
を

自
ら
の
手
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
挑
戦

者
と
し
て
の
意
気
込
み
を
強
く
語

っ
て

い
ま
し
た
。

現
在
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
に
は
飛

澤
、
中
村
両
氏
を
含
め
て
動
力
機
械
科

の
Ｏ
Ｂ
が
９
名
、
東
海
大
学
全
体
で
は

６５
名
も
の
Ｏ
Ｂ
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
人

一
人
が
世
界
最
先
端
を
行
く

同
社
の
工
作
機
械
を
生
み
出
し
て
い
る

の
だ
と
強
く
感
じ
た
企
業
訪
間
で
し
た
。

常務取締役 牧 野 駿 (昭和40年 度卒)

本社/〒152‐8578東 京都目黒区中根2-3-19

TEL(03)371フ ー1151(代 ) FAX (03)3フ 25-2105

厚木事業所/〒243-0303神 奈川県愛甲郡愛川町中津4023

TEL(046)285-0フ 20(代 ) FAX (046)286-0285
T E L ( 0 4 6 ) 2 8 6 - 6フ 3 2 (ダ イヤルイン)
E―ma i L m a k i n oぃs④ma k i n o  c o」p
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学
園
だ
よ
り

第

一
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
湘
南
校
舎
で
開
催
さ

研
聞
慰
ヨ
筆
ヨ
耐
組
ヨ
■

岡
本
　
昌
宰

藤
谷
　
好
介

渡
辺
　
　
一尋

村
本
　
保
裕

岩
片
　
拓
郎

山
本
　
哲
部

長
谷
川
健
太

平
野
　
悠
太

藤
田
　
和
也

南
田
　
洋
平

鈴
木
　
翔
大

鈴
木
　
売
典

荒
井
　
　
慧

目
西
　
　
賢

佐
藤
　
一死
中

小
泉
　
公
洋

石
井
　
謙
二

先
崎
　
辰
彦

鏡
　
　
津
也

竹
内
　
　
均

杉
山
　
　
郷

榊
　
　
昌
氏

宇
井
　
智
明

伊
賀
　
俊
平

鈴
木
　
政
宏

篠
澤
　
　
正

曹
原
　
俊

一

喜
々
津
　
一死

既
卒
者

（
一
九
六
四
年
卒
）

斎
藤
　
良
信

（
中
九
六
五
年
卒
）

小
泉
金

一
郎

田
中
　
秀
宰

湯
川
　
康
正

全

九
六
六
年
卒
）

鈴
木
　
利
広

田
中
　
紘
之

永
島
　
達
雄

長
野
　
正
男

八
日
　
徳
寿

松
村
　
正
基

（
一
九
六
七
年
卒
）

伊
江
　
朝
陸

金
子
　
忠
夫

清
水
　
正
雄

何
川
　
雅
之

岩
田
　
正
男

久
保
田
忠
雄

（
一
九
六
八
年
卒
）

遠
井
　
　
勇

平
田
　
幸
男

町
田
　
義
昭

大
久
保
俊
行

中

　

稔
晴

（
一
九
六
九
年
卒
）

土
居
　
正
昭

中
村
　
清
人

堀
池
　
長
世

光
永
　
網

一

米
川
　
和
諒

呉
　
　
和
吉

三
浦
　
義
機

（
一
九
七
〇
年
卒
）

田
森
陸
太
郎

松
波
　
　
登

車
野
　
　
勉

（
一
九
七

一
年
卒
）

飯
野
　
　
清

石
原
　
芳
明

山
崎
　
洋
至

小
野
塚
幸
三

（
一
九
七
二
年
卒
）

天
谷
雄
治
郎

数
佐
　
和
決

坂
本
　
　
徹

矢
口
　
　
悟

田
田
　
正
行

星
野
　
祐

一

（
一
九
七
三
年
卒
）

高
橋
　
弘

一

宮
崎
　
洋

一

矢
田
　
喜
孝

吉
村
　
信

一

（
一
九
七
四
年
卒
）

石
井
　
雅
美

黒
木
　
国
次

成
川
　
光
彦

平
井
　
幸
雄

横
山
　
康
晴

（
一
九
七
五
年
卒
）

《校
友
》

東
海
大
学
同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
な
ら
び
に
東
海
大
学
工
学
部
五
〇

周
年
記
念
合
同
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
十

一

月
二
日
正
午
よ
り
湘
南
校
舎
総
合
体
育

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

学
園
初
の
開
催
と
な
る
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
、
松
前
重
義
生
誕
百
年
を

機
会
に
、
卒
業
年
度
を
同
じ
く
す
る
会

員
同
士
が
学
部
を
越
え
て
母
校
に
集
い

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

る
も
の
。
第

一
回
の
対
象
と
な

っ
た
会

員
は
、
卒
業
後
３
０
年
お
よ
び
そ
れ
以

前
の
卒
業
生

（
一
九
七

一
年
度
以
前
）
、

卒
業
後
二
〇
年
の
卒
業
生

（
一
九
人

一

年
度
）
、
二
〇
〇
〇
年
度
卒
業
生
の
新
同

窓
会
員
。　
一
方
、
工
学
部
は
、
五
〇
周

年
を
迎
え
、
卒
業
生
全
員
を
対
象
に
、

そ
の
記
念
式
典
も
同
時
に
挙
行
さ
れ
た
。

合
同
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
桜
井
次
郎

一

同
窓
会
会
長
な
ら
び
に
竹
内
宏
昌

・
工

学
部
五
〇
周
年
記
念
実
行
委
員
長

（工

学
部
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。

引
き
続
き
、
鳥
羽
瀬
正

一
・
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
長
が
、
挨
拶

を
述
べ
た
後
、
松
前
達
郎
総
長
が

「キ

ャ
ン
パ
ス
の
姿
は
変
わ

っ
て
も
、
変
え

て
は
な
ら
な
い
思
想
が
あ
る
。
本
日
の

記
念
す
べ
き
日
を
未
来
に
生
か
す
た
め
、

さ
ら
に
同
志
的
結
合
を
強
国
に
し
、
共

に
新
し
い
時
代
づ
く
り
に
邁
進
し
よ
う
」

と
の
祝
辞
を
述
べ
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
、
合
同
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
恩
師
や
友
人
と
旧
交
を
暖
め

る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
は
、
学
部

・
学

科
を
越
え
て
の
同
志
的
親
睦
を
深
め
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
卒
業
生

赤
崎
　
直
之

秋
澤
　
　
大

田
部
　
義
弘

安
藤
　
純
介

石
橋
　
大
氣

伊
藤
　
知
広

氏
家
　
勇
輔

江
頭
　
　
健

榎
本
　
博
之

胡

耕

一
郎

大
坂
　
悟
史

大
谷
　
拓
生

小
川
　
公
右

興
山
恵

一
郎

柏
木
　
俊
孝

柏
原
　
　
賢

川
田
　
智
之

菊
島
　
　
航

北
尾
　
　
浩

北
本
　
祐
介

橘
川
　
　
浩

隈
崎
啓
太
郎

小
菅
　
直
紀

酒
井
　
慎
也

佐
久
間
雄

一

関
　
日
出
海

高
木
　
裕
介

高
谷
憲
次
郎

田
違
　
一
博

谷
　
　
公
介

谷
　
　
雅
之

玉
利
　
秀
文

寺
嶋
　
正
和

永
井
　
孝
夫

中
島
　
俊
明

中
島
　
　
墓

永
水
　
武
士

中
村
　
　
剛

沼
田
　
　
勝

橋
山
　
桂
士

長
谷
川
　
一豪

秦
　
　
正
敏

畠
山
　
孝
宏

平
田
　
淳
介

浅
田
　
　
奉
　
　
　
　
横
山
　
裕

一

池
崎
　
一元
一　
　
　
　
　
渡
違
　
雅
人

桐
元
　
秀
雄
　
　
　
　
（
一
九
八
八
年
卒
）

庄
司
　
英
文
　
　
　
　
大
岡
　
康
伸

西
田
　
恵

一　
　
　
　
　
恩
田
　
和
彦

（
一
九
七
六
年
卒
）
　

　

慎
　
　
光
尋

品
田
　
敬

一　
　
　
　

（
一
九
八
九
年
卒
）

嶋
本
　
部
久
　
　
　
　
江
村
　
　
啓

三
浦
　
芳
裕
　
　
　
　
上
条
　
治
生

森
　
　
常
信
　
　
　
　
田
中
　
正
徳

金
安
　
伊
佐
夫
　
　
　
松
野
　
雅
彦

（
一
九
七
七
年
卒
）
　
　

渡
辺
　
知
之

門
脇
　
　
首
本　
　
　
　
太
島
　
久
典

笹
井
　
清
生
　
　
　
　
米
国
　
茂
夫

清
水
　
　
智
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
年
卒
）

（
一
九
七
八
年
卒
）
　
　

木
村
　
芳
樹

本
山
　
武
彦
　
　
　
　
堀
内
　
健
治

渡
辺
　
博
之
　
　
　
　
一剛
田
　
啓

一

（
一
九
七
九
年
卒
）
　

　

（
一
九
九

一
年
卒
）

大
塚
　
泰
雄
　
　
　
　
天
野
　
　
憲

神
戸
　
正
守
　
　
　
　
佐
藤
　
和
彦

鍔
本
　
康
雄
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
卒
）

三
浦
　
政
彦
　
　
　
　
飯
島
　
健
二

（
一
九
八

一
年
卒
）
　

　

（
一
九
九
四
年
卒
）

中
野
　
浩
哉
　
　
　
　
杉
山
　
一三
宏

（
一
九
八
二
年
卒
）
　
　

中
野
　
彰
祐

大
谷
　
秀
俊
　
　
　
　
梶
間
　
雅
樹

小
澤
　
弘
之
　
　
　
　
（
一
九
九
六
年
卒
）

（
一
九
八
四
年
卒
）
　
　

渡
辺
　
孝
輝

安
納
　
晴
揮
　
　
　
　
（
一
九
九
七
年
卒
）

斉
木
　
　
一テ
　
　
　
　
小
野
　
敏
弘

（
一
九
八
五
年
卒
）
　
　

芳
賞
　
可
和

清
水
　
一
人
　
　
　
　
市
川
　
大
輔

（
一
九
八
六
年
卒
）
　

　

（
一
九
九
八
年
卒
）

阿
部
　
智
志
　
　
　
　
入
江
　
　
輝

川
久
保
　
靖
　
　
　
　
内
田
　
　
恭

河
原
　
　
淳
　
　
　
　
大
岡
　
健

一

（
一
九
八
七
年
卒
）
　

　

（
一
九
九
九
年
卒
）

小
坂
　
隆
重
　
　
　
　
板
橋
　
俊
輔

佐
藤
　
純

一　
　
　
　
　
一高
橋
　
昌
也

鈴
木
　
道
明
　
　
　
　
横
山
　
尚
希

直
江
　
昌
史
　
　
　
　
熊
澤
　
健

一

三
島
　
久
樹

以
上
会
員
三
二
七
名
敬
称
略
。

（寄
付
金
カ
ン
パ
も
含
み
ま
す
）

藤
井
　
達
也

藤
井
　
秀
典

藤
田
　
宣
徳

古
堅
　
良
平

細
谷
　
弘
晃

松
浦
　
茂
生

宮
川
　
義
毅

向
山
　
彰
宏

村
瀬
　
隆
晃

出
岸
　
保
司

山
田
　
隼
人

横
尾
公

一
郎

横
田
　
裕
介

飯
塚
　
明
良

小
林
　
雅
夫

島
澤
加
津
也

鳥
山
　
有
志

穂
高
　
菩
樹

水
島
　
光
明

山
本
　
和
彦

松
山
　
大
輔

在
学
生

山
澤

　

大

土
井

雅
貴

奥
野
　
隆
浩

笹
川
　
良
博

原
田
　
浩
吉

大
倉
　
　
学

竹
川
　
公
介

可
児
　
輝
希

伊
藤
　
謙
介

本
田
　
盛

一

山
田
啓
太
郎

江
川
　
良
幸

沖
野
　
友
軌

阿
部
　
弘
手

平
林
　
浩
彰

中
山
　
弘
毅

和
国
　
剛
志

遠
藤
　
裕
和

信
澤
　
健

一

機友会とは

年一回の会報発行、会報10,000部の発送、新入生の研修会参加、学科懇談会、卒業生懇親会、

学科研究費のご支援、謝恩会支援、「卒業のしおり」発行などの活動をしています。  r

在学生の皆さんには卒業時に10年会費として、一万円を納めて頂きます。

納めて頂いた会費は、東海大学機友会の活動目的を推進する貴重な資金となります。

皆様のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。
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バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
経
済
は
長
期
に
渡
り
不
況
が
続

い
て
お
り
、
加
え
て
、
米
国
テ
ロ
の
影
響
は
世
界
経
済
を

も
巻
き
込
ん
だ
形
で
深
刻
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
、
景
気
低
迷
に
よ
る
企
業
業
績
の
悪
化
の
中
、

売
掛
金
等
の
債
権
の
貸
倒
は
企
業
経
営
の
経
営
の
基
盤
を

窮
地
に
追
い
込
み
か
ね
な
い
。
も
う
少
し
管
理
を
し
と
け

ば
、
も
う
少
し
、
対
応
策
を
し
と
け
ば
…
で
は
遅
い
の
で

あ
る
。
売
掛
金
等
の
管
理
体
制
と
日
頃
の
ケ
ア
ー
を
以
下

に
記
述
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
頂
き
、
売

上

・
融
資
債
権
の
１
０
０
％
回
収
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

１
　
管
理
体
制

的
基
本
原
則

債
権
回
収
の
遅
延
要
因
は
、
当
た
り
前
の
事
を
当
た
り

前
に
し
て
い
な
い
事
か
ら
発
生
す
る
。

例
え
ば
、

①

取
引
基
本
契
約
書
の
作
成

（ス
ポ
ッ
ト
的
な
客
先
の
場

合
は
、
取
引
条
件
書
作
成
）

取
引
開
始
前
に
支
払
条
件
等
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
客
先
か
ら
長
期
の
手
形
を
押
し
つ
け
ら
れ

た
ら
、
当
て
込
ん
で
い
た
資
金
繰
り
に
も
穴
が
あ
い
た

り
し
て
、
経
営
の
大
事
に
至
る
場
合
も
あ
る
。
支
払
条

件
等
は
双
方
の
確
認
が
絶
対
必
要
条
件
．

②

注
文
書
の
受
理
↓
商
品
と
共
に
納
品
　
請
求
書
添
付
↓

客
先
の
物
品
受
領
書
の
受
埋
↓
金
銭
受
領
後
の
領
収
書

の
発
行

こ
の
４
点
は
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
客
先
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
元
で
あ
り
、
多
少
事
務
手
続
き
が
遅
れ
て
も
絶
対
に

具
備
し
と
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
証
憑
で
あ
る
。

③
売
掛
金
等
の
債
権
残
高
確
認
書
の
取
得

営
業
担
当
者
は
、
販
売
す
る
こ
と
に
は
注
力
す
る
が
、

以
外
に
債
権
回
収
に
は
無
頓
者
の
人
が
多
い
。
管
理
体

制
と
し
て
、
半
期

（６
ヶ
月
）
に

一
度
は
各
先
と
の
残

高
確
認
を
お
奨
め
致
し
ま
す
。
（通
常
、
往
復
は
が
き

に
て
取
得
）

尚
、
違
算
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
違

算
原
因
を
明
確
に
す
る
。

０
内
部
牽
制

如
何
に
管
理
体
制
を
整
備
し
て
も
、
社
内
の
営
業
担
当

者
等
が
不
正
を
働
い
た
場
合
は
、
全
て
が
無
意
味
で
あ
る
。

人
間
教
育
を
含
め
て
、
情
実
に
お
ぼ
れ
な
い
論
理
感
の
あ

る
管
理
者
が
こ
れ
ら
の
営
業
担
当
者
等
の
責
任
者
と
し
て

教
育
　
管
理
す
る
こ
と
が
、　
一
番
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
営
業
担
当
者
等
が
不
正
を
働
く
誘
発
原
因
を
無
く
す

こ
と
も
会
社
の
体
制
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、

①

領
収
書
用
紙
　
領
収
書
印
は
、
社
長
又
は
社
長
代
理
人

が
厳
格
に
管
理
す
る
。

②

領
収
書
用
紙
は
統

一
の
物
を
使
用
し
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

は
必
然
。

③

正
式
領
収
証
の
発
行
は
、
会
社
よ
り
直
接
取
引
先
へ
交

付
す
る
。

④

営
業
担
当
者
と
売
掛
金
等
の
記
帳
担
当
者
と
担
当
区
分

を
行
う
事
が
望
ま
し
い
。

⑤

納
白望
Ｆ

請
求
書
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
し
て
複
写
式
の

物
が
ベ
タ
ー
。

⑤

値
引
き

・
返
品
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
特
に
ケ
ア
ー

し
、
取
扱
に
付
い
て
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
て
、
営
業
担

当
者
に
徹
底
さ
せ
る
。

的
取
引
先
管
理

経
済
環
境
は
益
々
悪
化
し
て
お
り
、
自
社
だ
け
の
管
理

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
取
引
先
が
倒
産
し
、
連
鎖
倒
産
す

る
こ
と
は
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
客
先
が
大
企
業

と
言
え
ど
も
安
心
は
出
来
な
い
。
取
引
前
　
取
引
中
を
含

め
、
十
分
な
ケ
ア
ー
が
必
要
。

①
取
引
前
の
調
査

営
業
担
当
者
は
売
上
拡
大
を
狙
い
、
新
規
取
引
先
を
開

拓
す
る
が
、
効
を
焦
り
支
払
い
能
力
の
無
い
取
引
先
と

な
っ
た
場
合
は
、
大
変
で
あ
り
、
少
額
の
費
用
を
憎
し

ん
で
大
事
に
至
る
の
は
愚
の
骨
頂
で
あ
る
。

イ
、
興
信
所
や
銀
行
の
調
査
は
限
界
が
有
る
も
の
の
、　
一

応
の
目
安
と
な
る
。

口
、
名
刺
に
よ
る
判
断
は
色
々
あ
る
が
、
名
刺
の
社
名
が

電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
特
に
理
由

が
見
あ
た
ら
な
い
場
合
、
要
注
意
。

ハ
、
商
業
登
記
簿

（履
歴
事
項
証
明
書
）
を
取
得
す
る
た

め
に
相
手
方
を
管
轄
す
る
法
務
局
ま
で
行
く
必
要
は

な
い
。
最
寄
り
の
法
務
局
で
相
手
の
本
店
所
在
地
を

管
轄
す
る
法
務
局
を
聞
き
、
相
手
方
の
商
号
所
在
地

を
記
し
た
申
請
書
に
登
記
印
紙
１
，
０
０
０
円
を
添

付
、
返
信
用
の
封
筒
を
入
れ
て
、
相
手
の
本
店
所
在

地
を
管
轄
す
る
法
務
局
に
送
付
す
れ
ば
、
謄
本
を
送

付
し
て
も
ら
え
る
。

②
取
引
中
の
調
査

営
業
担
当
者
の
感
覚
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
常
に
客
先

の
兆
候
を
監
察
し
、
日
報
等
に
記
録
し
て
お
く
。
そ
し

て
以
下
の
こ
と
を
察
知
し
て
報
告
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

イ
、
社
長
又
は
経
理
部
長
が
何
時
も
不
在
で
行
く
先
不
明

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
社
は
資
金
繰
り
が
逼
迫
し

て
お
り
、
金
銭
の
手
当
に
奔
走
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
債
務
者
の
承
認

口
、
応
接
室
、
社
長
雪
が
企
業
規
模
に
そ
ぐ
わ
ず
、
顧
客

を
意
識
し
て
一象
華
に
飾
り
立
て
て
い
る
場
合
は
危
険

な
企
業
が
多
い
。

ハ
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
の
清
掃
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て

い
る
か
。
経
営
者
が
細
か
く
気
配
り
し
て
い
れ
ば
、

良
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
逆
の
場
合
は
要
注
意
。

工
、
経
営
者
が
新
た
に
宗
教
に
滉
り
始
め
て
、
経
営
が
二

の
次
と
な
っ
た
場
合
は
要
注
意
。

中
小
企
業
の
場
合
、
経
営
者
の
資
質
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
、
企
業
の
繁
栄
、
表
退
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

は
云
う
ま
で
も
な
い
。
経
営
者
の
悪
い
噂
が
従
業
員
よ
り

頻
繁
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
即
座
に
会
社
に

報
告
し
、
会
社
と
し
て
ど
う
す
る
か
の
対
応
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

２
　
債
権
の
時
効

一
般
に
債
権
は

一
定
期
間
取
引
先
に
対
し
て
請
求
を
し

な
い
で
い
る
と
、
債
権
を
請
求
す
る
権
利
が
失
効
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
を

「債
権
の
消
滅
時
効
」
と
云
う
。
消
減
時

効
に
な
る
期
間
は
、
債
権
の
種
類
に
よ
っ
て
違
う
が
、
以

下
に
掲
げ
る
債
権
以
外
の
商
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権

の
消
滅
時
効
は
５
年
、
普
通
の
債
権
の
消
減
時
効
は
１
０

年
で
あ
る
。

的
６
ヶ
月
の
消
滅
時
効
債
権

小
切
手
の
振
出
人
　
裏
書
人
に
対
す
る
債
権

０
１
年
の
消
滅
時
効
債
権

Ｏ
約
束
手
形
の
裏
書
人
に
対
す
る
債
権
②
料
理
屋
等
の

飲
食
代
③
旅
館
等
の
宿
泊
代
④
労
働
者

・
芸
人

・
雇
入

の
賃
金
⑤
動
産
の
賃
貸
情
に
係
わ
る
賃
料
Ｏ
運
送
費

０
２
年
の
消
滅
時
効
債
権

①
商
品
等
の
販
売
売
掛
金
②
弁
護
士
　
居
職
人
等
の
業

務
に
対
す
る
手
数
料

的
３
年
の
消
滅
時
効
債
権

①
約
束
手
形
の
振
出
人
に
対
す
る
債
権
②
医
師
　
業
剤

師
の
治
療
費
及
び
調
剤
費
③
建
築
工
事
等
の
請
負
代
金

３
　
時
効
の
中
断

何
ら
か
の
理
由
で
債
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
り
そ
う
な

時
に
は
、
「時
効
の
中
断
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時

効
を
中
断
す
る
方
法
に
は
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
。

的
裁
判
所
の
講
求

請
求
訴
訟
の
提
起
、
支
払
命
令
　
調
停
の
申
し
立
て
、

和
解
の
申
し
立
て
に
よ
る
呼
び
出
し
、
破
産
　
民
事
再

生
　
会
社
更
正
手
続
き
へ
の
参
加
、
競
売
申
し
立
て
等

０
裁
判
外
の
請
求

内
容
証
明
郵
便
等
に
よ
る
請
求

（催
告
）。
但
し
、
こ
の

効
果
は
６
ヶ
月
の
み
で
、
こ
の
間
に
他
の
方
法
を
と
ら
な

い
と
時
効
と
な
る
。
内
容
証
明
郵
便
に
よ
る
請
求
は
１
回

限
り
有
効
で
、
そ
れ
を
線
り
返
し
て
も
、
そ
の
後
の
効
カ

は
無
小し
。

０

差
押
、
仮
差
押
、
仮
処
分
…
い
づ
れ
も
裁
判
所
経
由
執

行
力
の
あ
る
公
正
証
書
を
作
っ
て
い
る
場
合
は
、
差
押
。

そ
の
他
の
場
合
に
は
不
動
産
、
動
産
を
仮
差
押
あ
る
い
は

仮
処
分
を
掛
け
る
。

消
滅
時
効
期
間
に
債
務
者
に
対
し
残
高
確
認
書
等
の
書

面
で
改
め
て
承
認
さ
せ
れ
ば
、
時
効
は
中
断
さ
れ
る
。
よ

っ
て
残
高
確
認
書
を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
時
で
も

有
効
で
あ
り
、
定
期
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
他
弁
済
猶
予
の
申
し
立
て
も
含
ま
れ
る
。　
一
般
的
に

は
売
掛
金
等
の
残
高
確
認
へ
の
署
名
、
手
形
　
小
切
手
の

振
出
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

４
　
側
産
防
止
の
た
め
の
金
融
制
度
の
利
用

今
ま
で
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て
売
掛
金
等
の
債
権
回
収

に
注
力
し
て
き
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
重
要
で
且
つ
大

日
の
取
引
先
が
倒
産
し
た
場
合
は
、
連
鎖
倒
産
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
時
は
倒
産
防
止
の
た
め
に

以
下
の
金
融
制
度
を
利
用
し
て
、
経
営
存
続
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

的

政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
中
小
企
業
倒
産
対
策
融
資
制

度
政
府
系
金
融
機
関
で
は
次
の
通
り
、
関
連
企
業
の
倒
産

に
よ
り
、
資
金
繰
り
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
小
企
業
の

為
に
、
倒
産
対
策
用
貸
付
を
行
っ
て
い
る
。

融

資

機

関

い
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
生
活
金
融

公
庫

貸

付

対

象

【
関
連
企
業
の
倒
産
に
伴
い
、
資
金
繰
り

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
小
企
業

貸
付
限
度
額

”
中
小
企
業
金
融
公
庫
は
、　
一
般
貸
付
金

の
他
に
１
億
５
，
０
０
０
万
円

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、　
一
般
貸
付
金

の
他
に
３
，
０
０
０
万
円

貸

付

利

率

”
原
則
と
し
て
年
２

４
％

０
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
信
用
保
管
制
度

信
用
保
管
制
度
と
は
、
大
企
業
が
倒
産
し
た
た
め
に
、

関
連
中
小
企
業
が
連
鎖
的
に
倒
産
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

又
は
中
小
企
業
が
不
況
業
種
に
属
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら

の
中
小
企
業
の
倒
産
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

信
用
力
、
担
保
力
等
の
不
足
に
よ
り
、
民
間
金
融
機
関
か

ら
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
対
し
て
そ

の
情
入
債
務
を
保
証
し
、
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
を
円

滑
に
す
る
制
度
で
あ
る
。
信
用
保
証
業
務
は
、
都
道
府
県

及
び
主
要
都
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
信
用
保
証
協
会
が
行

っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
中
小
企
業
総
合
事
業
国
に
よ
る
中
小
企
業
倒

産
防
止
共
済
制
度
も
利
用
可
能
。

以
上

東
芝
タ
ン
ガ
ロ
イ

（株
）

経
営
管
理
部
　
伊
藤
　
和
義

総合設備 ・防災 ロセキュリティシステム

企画 ・デザイン・制作グループ
●総合企画 ・デザイン ・編集 ・レイアウ ト

版下作成 (MAC、 フロッピー、入稿OK)

●会社案内 ・社内報

●カタログ・パンフレット・マニユアル・ボスター

●イラストレーション〃 東 亜 電 設 株 式 会 社
T2520802脚 嚇 調 囲 … 陶 価 的

際
絡 檻 夕

山 代表取締役 長 田成 信

東京都港区南青山4111 リ ライアンスビル303
TEL 03‐ 3405-フ 283 FAX 03-5414-5414

メールアドレス syamakyu@sepia ocn ncJp
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当
研
究
室
は
、
機
械
や
電
気

・
磁
気
、

そ
し
て
制
御
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、

「人
と
環
境
に
優
し
い
動
力
機
械
」
に
つ

い
て
の
研
究

・
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
今
後
益
々
重
要
性
を
増

し
て
く
る

「
モ
ー
タ
」
や
そ
の
基
本
要

素
で
あ
る

「
電
磁
石
」
の
応
用
を
中
心

に
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
リ
エ
ア
モ
ー
タ

ー
カ
ー
に
代
表
さ
れ
る
磁
気
浮
上
技
術

に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
東
海
大
学
独

自
の
成
果
が
国
内
外
で
大
変
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
験
装
置

（写
真
）
は
、

す
べ
て
卒
研
生
の
手
作
り
で
あ
り
、
当

学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、　
一
つ

ず
つ
学
習
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
結
果
、

世
界
的
に
も
通
用
す
る
装
置
を
自
ら
の

手
で
開
発
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま

す
。磁

気
浮
上
関
連
の
テ
ー
マ
は
現
在
６

つ
あ
り
、

働

柔
軟
体
の
磁
気
浮
上
方
式
に
よ
る

非
接
触
搬
送
制
御
に
関
す
る
研
究

０

永
久
磁
石
と
電
磁
石
を
用
い
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
磁
気
浮
上
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
研
究
０

超
高
速
走
行
体
に
生
じ
る
弾
性
振

動
の
非
接
触
振
動
制
御
と
そ
の
乗
り
心

地
に
関
す
る
研
究

側

磁
性
体
中
を
伝
播
す
る
波
動
制
御

に
関
す
る
研
究

０

非
接
触
式
プ
ー
リ
の
開
発

０

磁
性
流
体
を
用
い
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

制
御
に
関
す
る
研
究

そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
院
生
、
学
部
生
が

協
力
し
て
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

実
験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
電
気
自
動
車
が
街
中
で

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
自
動
車
社
会
で
は
、

走

っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
な

「快

適
性
」
や
自
動
操
椛
な
ど
の

「利
便
性
」

を
追
及
す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

「
高
度
情
報

技
術
に
よ
っ
て
知
能
化
さ
れ
た
自
動
車
」

の
研
究

・
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
将
来

を
見
据
え
た

「
情
報
技
術
と
輸
送
機
械

の
融
合
」
も
考
え
た
研
究
テ
ー
マ
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
テ
ー
マ
は
現
在
次
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。

は

シ
ー
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
用
い

た
車
両
の
快
適
性
に
関
す
る
研
究

０
電
気
自
動
車
に
お
け
る
知
能
化
に

関
す
る
研
究

一
年
ほ
ど
前
に
、
未
来
科
学
技
術
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｗ
号
館
）
が
完
成

し
、
そ
の
中
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
を

行
な

っ
て
お
り
、　
一
部
の
研
究
室
メ
ン

バ
ー
は
こ
ち
ら
で
研
究
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
、
大
学
院
生
四
名
、
学
部

生
十
二
名
、
共
同
研
究
の
大
学
院
生
五

名
を
含
め
る
と
二
十

一
名
の
大
世
帯
と

押
野
谷
研
究
室
の
紹
介

な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
当
研

究
室
で
は

「
最
先
端
の
乗
り
物

・
輸
送

技
術
」
を
題
材
と
し
た
魅
力
あ
る
授
業

（卒
業
研
究
、
大
学
院
機
械
力
学
研
究
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
等
）
を
通
し
て
、
将
来
必
ず

役
に
立
つ
実
用
的
な
知
識
と
技
術
力
を

習
得
出
来
る
よ
う
教
育
し
て
お
り
ま
す
。

！十

一

罐

！一
“
ｔ

∵・・・，ララヤ

株式会社東穏精機 フアインツとす移様式会社

戸 ほN頑 毒岳 轄警 曇
・義 襲 議

〒23040071 横浜市鶴見区駒麗 2‐8‐6

TEL 04チ 574‐3011

社長 東 方 幸男

夕/ブ ュー モニター
トラック後方続葬常時表示システム

逮婆特許出額■
中小企業の観造義事業活動として
神奈|1兵短撃より認定される

干211‐00b3

1輸市中原茎小杉弱3‐239‐2

種と碑畜‐722‐2000 F感 鍛 ,722-7460

生表取練役 な波 登 (1970年度機補雅卒)
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「動
力
機
械
に
入
学
し
て
か
ら
」

工
学
部
動
力
機
械
工
学
科

鷹
野
　
李
奈

１
年
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
入
学
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
初
め
て
同

じ
学
科
の
人
達
に
出
会

っ
た
時
は
、
男
性
ば
か

り
で
驚
き
ま
し
た
。
理
系
は
男
性
が
多
い
と
は

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
女
性
も
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
５
分
の
１
く
ら
い
は
女
性

が
い
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
二
百
幾
名

か
の
中
で
女
性
は
２
名
だ
け
で
、
は
っ
き
り
言

っ
て
と
て
も
不
安
で
し
た
。
私
は
人
見
知
り
を

す
る
の
で
、
初
め
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
話
し
か

け
る
の
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
１
年
経

ち
、
こ
れ
に
も
慣
れ
ま
し
た
。
大
学
は
色
々
な

考
え
を
持

っ
た
人
達
に
出
会
え
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
色
々
な
人
と
話
が
出
来
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
１
年
生
の
授
業
は
基
礎
的
な
も
の

ば
か
り
で
し
た
が
、
専
門
科
目
を
学
ぶ
に
あ
た

り
、
大
切
な
土
台
と
な
る
授
業
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
理

系
の
人
間
で
も
文
系
科
目
を
学
び
、
視
野
を
広

げ
る
と
い
チ
現
代
文
明
論
や
分
離
融
合
科
目
を

学
び
、
自
分
の
視
野
の
狭
さ
を
改
め
て
認
識
で

き
、
広
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
専
門
的
な
授
業
が
受
け
ら
れ
る
と
思
う

と
、
楽
し
み
で
す
。
現
代
は
ま
だ
ま
だ
男
性
社

会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
活
躍
し
て
い

け
る
よ
う
、
よ
り
多
ンく
の
知
識
や
技
術
を
身
に

付
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
残
り
３

年
間
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
四
年
間
と
い
う
大
学
生
生
活

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
歩
ん
で
い
く
の
で
あ

る
。
大
学
院

へ
の
進
学
、
就
職
、
留
学
と

様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
中
、
私
の
選
択
し
た
道

は
、
大
学
院
へ
の
進
学
で
あ
る
。

大
学
４
年
で
の
卒
業
研
究
、
そ
れ
は
私
に
と

っ
て
非
常
に
刺
激
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
く
う
ち
に
、
今
ま
で
の
自
分

と
は
違

っ
た
何
か
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
新
し

い
自
分
を
開
拓
し
た
い
、
自
分
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
上
げ
た
い
、
と
い
っ
た
想
い
。
こ
の
よ
う

な
、
さ
ら
な
る
自
分
へ
の
向
上
心
に
よ
っ
て
、

大
学
院
へ
の
進
学
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

卒
論
の
編
集
に
追
わ
れ
て
い
る
今
、
こ
れ
ま

で
の
思
い
出
に
浸
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
き
た

気
が
す
る
。
大
学
で
の
時
を
忘
れ
ず
、
自
分
を

含
め
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、
若
く
て
熱
い
魂
を
い

つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
い
て
ほ
し
い
。

一高
校
時
代
、
部
活
や
遊
び
が
大
好
き
で
、
勉

強
が
嫌
い
だ
っ
た
私
は
付
属
高
校
か
ら
ギ
リ
ギ

リ
で
動
力
機
械
工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
も
の
創
り
と
い
う
無
房
通
し
て
、

徐
々
に
専
門
科
目
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
勉

強
を
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
な
く
な
り
、
自

ら
疑
間
を
持
ち
解
決
し
て
い
く
と
い
う
高
校
時

代
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
自
然
と
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
研
究
で
開
発
コ
ー
ス
に

所
属
し
、
「
２
０
０
１
年
に
シ
リ
ー
ズ
優
勝
す

る
Ｗ
Ｒ
Ｃ
カ
ー
の
研
究
設
計
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
高
度
な
技
術
の
ほ
か
に
、
も
の
創
り
に
お

け
る
創
造
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
も
経

験
し
ま
し
た
。

大
学
院
に
進
学
し
、
「超
高
速
エ
ン
ジ
ン
の

動
弁
系
に
関
す
る
研
究
」
で
、
今
ま
で
に
な
い

新
し
い
カ
ム
設
計
方
法
の
知
見
を
得
た
こ
と

や
、
レ
ー
シ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
に
携
一え
た

こ
と
な
ど
、
貴
童
な
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
、
大
学
時

代
の
た
く
さ
ん
の
経
験
を
礎
に
し
、
自
分
の
夢

で
あ
る
世
界

一
、
世
界
初
の
エ
ン
ジ
エ
ア
に
な

れ
る
よ
う
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
、

林
義
正
先
生
は
じ
め
、
動
力
機
械
工
学
科
の
諸

先
生
や
関
係
者
の
方
々
、
学
校
の
素
敵
な
仲
間

た
ち
、
学
校
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
家
族
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

私
は
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
て
い
た

が
、
「
ア
フ
タ
１
５
に
大
学
に
で
も
行

っ
て

勉
強
で
も
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う
軽
い

気
持
ち
で
受
験
を
決
め
た
。
合
格
し
て
入
学

し
た
私
が
驚
い
た
の
は
夜
間
部
で
あ
る
の
に

勤
労
学
生
よ
り
も

一
般
の
学
生
が
多
く
、
大

半
が
高
校
卒
業
後
現
役
で
入
学
し
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
私
は
２６
歳
で
あ

っ
た
の
で
年
齢
差
が
６
～
７
歳
も
あ
り
、
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
と
は
馴
染
め
な
い
か
な
と
思

っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
第
二
工
学
部
の
学
生

は
非
常
に
個
性
的
で
人
間
味
溢
れ
る
人
が
多

く
す
ぐ
に
督
と
親
し
く
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
学
業
面
に
お
い
て
は
、
軽
い
気
持
で
大

学
に
入

っ
た
私
で
は
あ

っ
た
が
、
貴
重
な
時

間
を
割
い
て
、
し
か
も
学
費
を
払

っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
授
業
は
無
駄
に
は
で
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
授
業
の
範
囲
だ
け
は
真
面
目
に

勉
強
を
し
た
。

四
年
間
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
良
き
先

生
、
良
き
友
人
に
恵
ま
れ
て
非
常
に
楽
し
く
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
せ
た
と
思
う
。

今
後
は
社
会
人
と
し
て
培

っ
て
き
た

「経
験
」

と
第
二
工
学
部
で
学
び
得
た

「知
識
」
を
生

か
し
て
社
会
で
活
躍
し
た
い
と
思

っ
て
い

クつ
。

大
学
院
修
士
課
程
２
年

（林
義
正
研
究
室
）

清
弘
　
幸
彦

一工
学
部
機
械
工
学
科

O放電加工機及び周辺機器、電極材 ○メカトロ専用機、半導体機器、精密金型

httpi//www eastern‐techtcolp 関東電子株式会社 篠輛役高 忠好偲504均
憑憂Dスプリングフィーダー 複雑形状の部品整列に

つ挿毛死移授石打獄式会社 、ど
・  ・

!考乳

スプリングや.

〒297‐0144 千 葉県長生郡長南町市野々1648
本社 〒242-0024神奈川県大和市福田6-9-21
TEL,046-269-99110代)

ヽ
知

形

川

静

エ

奈

ヽ
社

所

ヽ
場

業

野
TEL 0475‐ 47‐1188 FAX.0475‐ 47‐0480

様 式合 た ア ツ 幸   取 締役版 加彫 脚 41職 冊科

メカトロエクス研究開発

http://www.kantodenshi.co.jp

e―mail info④ kantodenshi.co.jp

ソ 7



8ア

2002年 何二成14年 )3月25日東海大学校友会会報 第27号

田
ほ
督
４
日
日
■

平
成
１４
年
３
月
３‐
日
付
け
で
４
人
の
先

生
が
退
職
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
活
躍
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

村
上
俊
太
郎
教
授
　
略
歴

１
９
６
５
年
３
月

東
海
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

１
９
６
５
年
４
月

卒
業
と
同
時
に
、
助
手
と
し
て
勤
務

１
９
８
９
年
３
月

東
海
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
よ
り
工

学
博
士
の
学
位
を
受
け
る

１
９
９
０
年
４
月

東
海
大
学
工
学
部
動
力
機
械
工
学
科
教

授
と
な
る

主
に
、
熱
力
学
、
熱
伝
達
、
機
構
学
な

ど
の
科
目
を
担
当
さ
れ
、
研
究
面
で
は

一

貫
し
て
、
音
響
お
よ
び
消
音
器
に
関
す
る

研
究
に
と
り
く
ま
れ
、
多
く
の
業
績
を
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
卒
業
研
究
を
通
し
て
多
く
の

大
学
院
お
よ
び
学
部
生
の
研
究
指
導
に
当

た
ら
れ
ま
し
た
。

奥
川
朋
高
講
師
　
略
歴

１
９
６
５
年
３
月
　
東
海
大
学
卒
業

１
９
６
５
年
４
月
～
１
９
６
７
年
３
月

東
海
大
学
第
一岳
星
豆
子
校
勤
務

１
９
６
７
年
４
丹
ヽ
１
９
６
８
年
３
月

東
海
大
学
代
々
木
校
含
勤
務

１
９
６
８
年
４
月
～
１
９
７
０
年
３
月

東
海
大
学
湘
高
校
舎
勤
務

１
９
７
０
年
４
月
～
１
９
７
３
年
３
月

東
海
大
学
札
幌
教
養
学
部
勤
務

１
９
７
３
年
４
月
～
１
９
７
５
年
３
月

東
海
大
学
湘
南
校
舎
勤
務

東
海
大
学
第
二
工
学
部
勤
務

主
に
、
機
械
製
作
法
、
設
計
製
図
、
機

械
工
学
実
験
、
及
び
第
二
工
学
教
務
委
員

と
し
て
、
研
究
と
運
営
に
当
た
ら
れ
ま
し

た
。

村
松
敏
彦
技
術
員
　
略
歴

１
９
６
２
年

慶
応
義
塾
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

同
年
三
菱
日
本
重
工
側
に
入
社

１
９
９
３
年
　
一三
菱
系
販
士寒
ム社
に
移
籍

１
９
９
８
年
　
定
年
退
職

１
９
９
９
年
４
月

東
海
大
学
工
学
部
動
力
機
械
工
学
科
勤
務

主
に
、
設
計
製
図
、
機
械
工
学
実
験
等

研
究
指
導
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

泉
　
寿
技
術
員

略
歴

１
９
６
０
年

群
馬
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

同
年
日
産
自
動
車
に
入
社

１
９
９
８
年
４
月

東
海
大
学
工
学
部
動
力
機
械
工
学
科
勤
務

主
に
、
設
計
製
図
、
機
械
工
学
実
験
等

研
究
指
導
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

機
友
会
賞
表
彰
者

機
友
会
会
長
賞

Ｉ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ｌ
ｌ
３
４

１
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
２
１
３
４

回
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
３
１
０
１

第
二
工

　

８
Ｊ
Ｎ
Ｍ
ｌ
ｌ
２
４

機
友
会
賞

Ｉ

ク

ラ

ス

８

Ｊ

Ｍ

Ｄ

ｌ

ｌ

２

５

遠
井
健
太
郎

Ｉ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ｌ
ｌ
２
０

Ｉ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ｌ
２
１
３

１
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
２
２
２
５

Ⅱ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
２
１
２
７

Ⅱ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
２
１
３
０

皿
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
３
２
０
１

皿
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
３
１
１
３

皿
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
３
１
０
５

第
二
工

　

８
Ｊ
Ｎ
Ｍ
ｌ
２
０
７

第
二
工

　

８
Ｊ
Ｎ
Ｍ
ｌ
ｌ
２
３

第
二
工

　

８
Ｊ
Ｎ
Ｍ
ｌ
２
１
９

理
事
Ｉ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ｌ
２
１
３

Ⅱ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
２
２
２
５

田
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
３
１
０
５

第
二
工

　

８
Ｊ
Ｎ
Ｍ
ｌ
２
１
９

餞

鞭

鞭

鶴

畿

ザ

鱗

ペ

バ

平成 13年 3月 3]国 現在

評
議
員

Ｉ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ｌ
ｌ
２
０
　
宮
埜
麻
紀
子

Ｉ
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
２
１
３
０
　
佐
藤
　
徳
之

皿
ク
ラ
ス

８
Ｊ
Ｍ
Ｄ
３
１
１
３
　
積
田
　
正
樹

第
二
工
　
８
Ｊ
Ｎ
Ｍ
ｌ
ｌ
２
３
　
羽
鳥
健
太
郎

″“

よ

べ

ぐ

掃

晏

後

筋

◇

！

■

々

一！

今
年
は
暖
冬
の
た
め
か
例
年
に
な
く
桜
の

開
花
が
早
い
そ
う
で
す
。
機
友
会
の
理
事
会

活
動
も
こ
の
暖
か
さ
に
後
押
し
さ
れ
活
発
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

又
、
今
年
は
機
友
会
総
会
の
開
催
年
に
あ

た
り
、
会
則
の
見
直
し
を
始
め
と
し
て
案
件

が
山
積
み
で
、
準
備
に
多
忙
を
極
め
そ
う
で

す
。
手
伝
い
募
集
中
Ｈ

（花
粉
症
に
苦
し
む
編
集
人
）

議

畿

鱒

畿

鶴

餞

鶴

餞

餞

鹸

ガ

バ

鬱

/ / /

弊纂招用

謝招徹諮

宮
村
麻
紀
子

平
尾
　
正
国

標

修

池
谷
　
英
明

佐
藤

徳
之

菊
地
　
　
正

積
田
　
正
樹

持
田
　
麻
衣

平
岡

厚
子

羽
鳥
健
太
郎

坂
爪
　
亮

一

平
尾
植
松
持
田
坂
爪
畿

畿

正
国
伸
彦
麻
衣
亮

一

鞭

罐

鶴
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平成14年3月2日上記監査の結果、相違無いことを認める。

監 査 夢差々 本

ィテJ費生
こ鶴七デ太1、1

機
友
会
賞
受
賞
者

収入の部      (単 位 :円) 支出の部     (単 位 :円)

前年度繰越金        3,414,167

平成12年度卒業生会費納入金   560,000

既卒者会費納入金・名簿・カンパ 517,500

賛助会員会費納入金     180,000

会報掲載広告料       354,475

懇親会費および御祝儀     135,000

その他収入

預金利息

事務諸経費       337,191

会報発行費      1,677,065

名簿発行費        1,550

卒業生勧誘事業経費   209,282

理事会諸経費      144,817

懇親会諸経費      275,682

賛助会員勧誘事業経費  211,644

雑費          111865

小計         2,869,096

次年度繰越金     2,292,342

合計            5,161,438 合計        5,161,438

望 EEARA 最 上の技術とサービスで広く社会に貢献する

緩爾辞グ 警筆プ機就嬢畿
〒144-8677 東 京都大日区羽日旭町13-3
TEL ① 3-3743-7386(人 事課直通) E一 rlnallJob③esv.cojp




